令和６年度　事前評価点検表（内部評価）
１ 事業概要
	事業名
	大阪府立寝屋川高等学校改築事業

	担当部署
	教育委員会事務局　施設財務課　施設管理グループ　（連絡先　06-6944-6898）

	事業箇所
	寝屋川市本町１５番６４号

	事業目的
	大阪府立寝屋川高等学校は、普通教室や事務室等で構成される本館棟（管理教室棟）が最も古く築86年を超えており、安全・安心、長期にわたる施設利用の観点から建て替えを実施する。

	事業内容
	敷地面積　34,637㎡

総延床面積　約13,500㎡
本体校舎（鉄筋コンクリート造　３～４階建て）

	事業費
	全体事業費：約73億円（旧校舎撤去費、グラウンド整備費除く）
（内訳）設計費等　　　　約 3.0億円

　　　　　工事費　　　　約70.0億円

	
	【事業費の積算根拠】

工事費概算書及び過去の学校整備事業費による。
	【工事費の内訳】

改築工事　　　　約70億円

撤去工事　　　　　調整中
グラウンド整備等　調整中

	事業費の変動要因
	物価高騰により、事業費が上振れする可能性あり。

	維持管理費
	万円／年（　　　　　　　　　　　　　　）
―


	関連事業
	―


２ 事業の必要性等に関する視点
	上位計画等に

おける位置付け
	〇大阪府ファシリティマネジメント基本方針
〇府立学校施設長寿命化整備方針

	優先度
	築年数86年を超える校舎を有する寝屋川高等学校については、生徒、教職員の安全・安心
を確保するために早急に建て替えを進めていく必要があり、事業の優先度は高い。

	事業を巡る
社会経済情勢等
	大阪府では昭和４０年代後半か５０年代前半の児童生徒急増期に多くの府立学校を建設した結果、全府立学校１９１校（高等学校149校、支援学校42 校）のうち、 主な校舎（管理棟、普通校舎棟）が築後４０年を超える学校は７０％を超える状態となっており、早急に老朽化対策を進める必要がある。

	地元の協力体制等
	今後、周辺住民に対して事業内容の周知を行う。

	事業の投資効果

＜費用便益分析＞

または

＜代替指標＞
	【効果項目】
府立高等学校の整備に係る投資効果を分析する手法は確立されていない。

	事業効果の

定性的分析

（安全・安心、活力、

快適性等の有効性）
	【効果項目】
〈安全・安心〉
学校として必要な耐震性を備えた安全・安心な建築構造

〈活力〉
寝屋川高校は、令和２年度に創立１１０周年を迎えた伝統のある学校で『真・善・美』を校訓に熱意、誠意、創意ある豊かな人間力をはぐくむことを理念としている。
老朽化の進んだ校舎を建て替えることにより、より一層の教育内容の充実を図る。
〈快適性〉
　特別教室などへの空調設備の設置や、福祉のまちづくり条例に適応したバリアフリーの施設づくり等により、生徒・教員等の快適性の向上
【受益者】

　府民


３ 事業の進捗の見込みの視点
	事業段階ごとの

進捗予定と効果
	【事業スケジュール】
令和３年度　　基本構想
令和４年度　　基本計画
令和５～７年度　　基本設計

令和７～８年度　　実施設計

令和９～１１年度　校舎建設工事
令和１１年度　　供用開始予定　


	完成予定年度
	令和１１年度


４ コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
	代替手法との

比較検討
	老朽化した現校舎を早急に建替えるために、現地建替での最短の手法を検討した結果、仮設校舎を設置しない、グラウンドに新校舎を設置する案を採択したため、仮設校舎建設費が不要であり工期も短いため、最も費用対効果が高い。


５ 特記事項
	自然環境等への

影響とその対策
	自然環境への影響は特にないが、「大阪府自然環境保全条例」に基づく緑化計画、「府有建築物の整備における環境配慮指針」に基づいた環境配慮を行う。

	その他特記事項
	―


６ 評価結果
	評価結果
	○事業実施
＜判断の理由＞

「府立学校施設長寿命化整備方針」に基づき、築70年を超えた校舎について、生徒、教職員の安全・安心を確保するために早急に建て替えを進めていく必要がある。

以上の理由から、事業を実施する。


